
 

2025 年特許情報フェア＆カンファレンスの出展者プレゼ

ンテーションにおける AI 活用についての分析と戦略展望 
Gemini Deep Research  

 

エグゼクティブサマリー 

 

本レポートは、2025 年特許情報フェア＆カンファレンスの包括的な分析を提供し、出

展者 86 社すべてのプレゼンテーションの詳細なガイドと、知的財産（IP）環境を形成

する主要トレンドの戦略的分析を提供します。分析の結果、2025 年のカンファレンス

は決定的な転換点となることが明らかになりました。人工知能（AI）は、効率化のため

の周辺ツールから、IP バリューチェーン全体にわたる変革の中心的原動力へと移行し

ました。特定された主要トレンドには、AI for IP ソリューションが汎用ツールから高度

に専門化されたタスク特化型アプリケーションへと成熟していること、自律ワークフロ

ーを実行できる「エージェント AI」の顕著な出現、そしてこれらの変化が企業の知的

財産部門、法律事務所、そして個々の専門家にもたらす重大な戦略的要請が含まれま

す。本レポートは、カンファレンスの内容に関する完全な参考資料として、また、進化

する AI 主導の知的財産の未来をナビゲートするための戦略的ガイドとして役立つよう

に構成されています。 

 

セクション 1：出展者プレゼンテーションの総合ガイド 

 

このセクションでは、カンファレンスで予定されているすべてのプレゼンテーションの

完全かつ構造化された概要を提供します。これは、後続の分析セクションの基礎となる

データセットとして機能し、包括的なリストを求める主な要望を満たします。 

 

会議スケジュールの紹介 



 

次の表は、公式プログラムに基づいて、20 25 年特許情報フェア & カンファレンスの 
86 件のプレゼンテーションすべてを詳細に示しています。1 カンファレンスの中心テー

マを分析しやすくするために、タイトルや説明に「AI」「生成 AI」「LLM」「AI エー

ジェント」などの AI 関連用語が明示的に含まれている発表には、「AI 関連」の欄に

「●」マークを付けました。 

 

表 1：2025 年特許情報フェアおよびカンファレンス発表の全スケジュール 

 

プレゼンテーシ

ョン ID 
プレゼンター/企
業 

プレゼンテーシ

ョンタイトル 
コンテンツの説

明 
AI 関連 

P8 (株)ジー・サー

チ 
研究開発・技術

戦略を成功に導

く! 技術探索アプ

ローチ 

生成 AI が普及す

る一方で、情報

の信頼性や裏付

けがこれまで以

上に問われてい

ます。本セッシ

ョンでは、技術

探索の初期調査

を軸に、信頼性

の高い情報をも

とにした効率的

な調査アプロー

チをご紹介。ま

た、科学技術情

報データベース

「JDreamⅡ」を

はじめとした当

社の調査分析サ

ービスで実施で

きる、調査効率

化とアイデア創

出のヒントをお

伝えします。 

●  



P9 増幅された AI 特許データプラ

ットフォームと

AI エージェント

の融合 

AI エージェント

が Amplified の

データプラット

フォームを使っ

て特許調査の検

索からレポート

作成を全自動で

行う様子を実演

します。また、

その他の様々な

エージェント機

能(明細書作成や

ポートフォリオ

分析)を紹介し、

今後の知財業務

の方向性を議論

します。 

●  

P10  PatSee r 
Technologies 
Pvt Ltd. 

次世代の特許・

意匠リサーチ 
本講演では、AI
による特許検索

と分析を取り上

げ、処理速度と

精度の向上に焦

点を当てます。

PatSee r の先進

技術が特許調査

をどのように変

革し、研究開発

およびイノベー

ションチームを

効率的に支援す

るかを探りま

す。 

●  

P11 北京林知的財産

代理有限公司 
AI 関連出願の中

国無効審判実務 
中国は、AI 関連

特許の出願大国

の一つであり、

AI 関連特許出願

の適格性、開示

要件、及び進歩

●  



性判断は、昔か

ら話題になった

ものの、出願段

階に限られてい

る。本プレゼン

テーションで

は、中国におけ

る AI 関連出願の

無効審判事例を

基に、AI 関連出

願の中国におけ

る戦略を共有す

る。 

P12 マルクビジョン

株式会社 
世界の担当者が

語る! AI ブラン

ド保護の事例紹

介 

「AI で本当にブ

ランドが守れる

の?」一そんな疑

問を抱く人に聞

いてほしい。マ

ークビジョンを

導入した欧米の

著名ブランド担

当者が、導入前

の課題、なぜマ

ークビジョンを

選んだのか、導

入後にどう変わ

ったのか、AI が
どう役立ってい

るのかを現場視

点で語る。日本

企業にも通じる

ヒントと気づき

が詰まったセッ

ション。 

●  

P13 (株)マークアイ 板挟みは辛い

よ･･･ ネーミン

グを決める際の

商標担当者の悲

現場担当者の希

望するネーミン

グを通したい。

一方で商標を甘

く見るわけには

 



哀 いかない。両方

に挟まれて悩む

商標担当者及び

責任者の方々は

多いでしょう。

この課題をコミ

ュニケーション

で改善していく

にはどうする

か。長年のネー

ミング制作経験

をもとに両者の

立場を考えなが

ら進めるコミュ

ニケーション方

法をお伝えしま

す。 

P14 チャダ＆チャダ インドにおける

知的財産部門設

立後の特許権行

使 

本講演では、イ

ンドにおける知

的財産部門の設

立後に見られる

主要な傾向であ

る、審理期間の

短縮、仮差止命

令および恒久的

差止命令の発令

件数の増加、そ

して損害賠償額

の高額化に焦点

を当てます。 

 

P15 エクセルスカウ

ト/ティーティー

コンサルタント 

知財戦略の進化

を支える

Agentic AI: 構
想・保護・収益

化の次なるかた

ち 

AI エージェンテ

ィック AI は「指

示待ちの時代を

超え、自ら考え

動く「Agentic 
AI」へと進化し

ています。本セ

ッションでは、

XLSCOUT が開

●  



発した Agentic 
AIーSpecimine r 
ParaPics を通じ

て、「技術と特

許との視覚的マ

ッピング」な

ど、これまで個

人的だった工の

島化・効率化の

方法をご紹介し

ます。これらの

種用は、

Invalidator LUM 
ClaimChart LLM 
などの LLM ツー

ルと連携し、発

明創出から特許

取得、収益化に

至るまでの一貫

した AI をしま

す、財・ライセ

ンス・R&D・特

許にいるさま

に、Agentic AI
による“ひとつ先

の知財務をご提

案します。 

P16 (株)ハイパーギ

ア 
知財文書の管理

は「所在の明確

化」と「長期の

真正性確保」が! 

知財の文書管理

では「目的の文

書が見つからな

い、探すのが大

変」と悩む企業

も多いです。特

許係争など、将

来的なリスクを

回避するために

は、文書を適切

に管理し、長期

的な真正性の維

持が不可欠で

す。本セミナー

 



では文書の所在

を明確化し、タ

イムスタンプに

よる真正性確保

を自動で実現す

る方法を、導入

事例を交え紹介

します。 

P17 中国深圳市、賽

恩北吉知的財産

代理有限公司 

米中市場におけ

るブランド保護

戦略と迅速権利

行使実務 

意匠権・実用新

案権・商標を活

用した効果的な

ブランド保護の

構築手法と、EC
プラットフォー

ムにおける優害

発生時の迅速対

応策を習得いた

だけます。米中

両国の制度の差

異と実践上の要

点に焦点を当

て、激化する市

場競争において

優位性を確立し

市場地位を固め

ることを支援し

ます。 

 

P18 トヨタテクニカ

ルディベロップ

メント(株) 

今後の広がる

SEP リスク 
自動車、スマー

ト家電、工場設

備、医療機器な

ど、さまざまな

分野で通信機能

の搭載が当たり

前となる中、そ

れら通信機能に

関する標準必須

特許(SEP)にまつ

わるリスクが、

幅広い産業領域

 



へと広がってい

ます。ある日突

然、あなたの界

にも高額なライ

センス要求が突

きつけられるか

もしれません。

本セミナーで

は、そうしたリ

スクへの備えと

して押さえてお

きたい SEP の基

礎知識から最新

の制度や国際的

な動向までをわ

かりやすくご紹

介します。 

19 ページ NGB ポートフォリオ

構築のための特

許分析新指標と

生成 AI 活用の可

能性 

生成 AI を活用し

た特許分析に役

立つ情報収集

と、出願や放棄

のメガトレンド

に関して NGB
が提供する新指

標による特許分

析を融合し、客

観性と戦略性を

備えた特許ポー

トフォリオ分析

について発表し

ます。年金管理

等の知財コスト

の費用対効果向

上に有効な特許

ポートフォリオ

の分析事例を紹

介します。 

●  

P20  (株)ユアサポ AI 活用で実現す

る弁理士・知財

AI 導入で作業時

間を劇的に短縮

●  



部員の業務効率

化と働き方改革 
し、弁理士・知

財担当者が高付

加価値業務に集

中できる共創型

ワークフローの

実践ポイントを

解説します。 

P21 (株)アナクア マイクロソフト

が語る AI 活用の

リアル: アナクア

と進める知財業

務の変革戦略 

マイクロソフト

社特許エンジニ

アリングおよび

知財オペレーシ

ョン担当シニア

ディレクター、

ラグー・チナグ

ダーバ氏とアナ

クアの共同講

演。マイクロソ

フト社が考える

AI 活用の課題と

メリット、AI 導
入の際のリアル

な経験や知見、

そして AI 活用戦

略をアナクアの

プラットフォー

ムを通してどの

ように実行に移

しているかを紹

介します。 

●  

P22 (株)アイパクト

リ 
AI を超える、増

強知能による特

許翻訳「AIT」の

ご紹介 

AI が基盤となり

専門家が完成さ

せる特許翻訳

【AIT の特

徴】・自社 LLM
を活用し機密デ

ータを安全に保

護・高品質な翻

訳でレビュー時

間を短縮・技術

●  



分野に適した単

語での翻訳・低

コストで高クオ

リティな翻訳を

実現 

P23 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

商標活用の新分

野! ブランドを模

倣から守る VMC
とは? 

商標の出所表示

機能を活用した

「VMC(企業ロゴ

所有証明書)」と

いう新しい仕組

みをご存じです

か? ブランドの

被害を防ぐ手段

として、国内外

で導入が進んで

います。本セミ

ナーでは、その

概要と導入メリ

ットを解説しま

す。 

 

P24 クラリベイト・

アナリティク

ス・ジャパン

(株) 

コンテンツ活用

が拓く知財戦略

の未来: データと

AI による可視化 

クラリベイトの

特許ソリューシ

ョンは、独自の

コンテンツを活

用し、お客様の

ユースケースに

着目した製品強

化と AI 機能の搭

載に注力してい

ます。本講演で

は、知財業務へ

の AI 活用につい

てグローバルな

視点から特許ソ

リューションの

最新の製品情報

をご紹介しま

す。当社のデー

タをお客様の AI

●  



にて活用いただ

くための取り組

みや活用例につ

いて解説しま

す。 

P25 アイビーリサー

チ(株) 
■特許専用

LLM■が戦略的

に明細書生成! 明
細書作成の革命: 
「自分が書いた

ような」 AI 文書

生成の最前線 

AI が人間と協働

し、専門性の高

い特許書類を

「自分らしい文

体」で生成する

最新手法を、具

体的な導入事例

とともにご紹介

します。特許に

特化した生成 AI
が各段落を順に

生成し、戦略的

かつ高品質な明

細書作成ができ

ます。※一切ク

ラウド等にはア

クセスいたしま

せん。特許専用

LLM 単独で明細

書生成が可能で

す。指定分野の

公報データをデ

ータベース化す

ることで RAG
方式の利用も

可。 

●  

P26 アズテック(株) 生成 AI で変わる

知財調査: 現場で

の実践とその未

来像 

生成 AI で知財調

査は次のステー

ジへ――調査・

分析のプロフェ

ッショナルが、

生成 AI の活用に

おける取り組み

とその将来像に

●  



ついて語るトー

クセッションで

す。【パネリス

ト】佐藤総合特

許事務所 佐藤 寿
氏、アズテック

株式会社 静野健

一(20 23 年特許

検索競技大会三

分野ゴールド制

覇賞) 

P27 トヨタテクニカ

ルディベロップ

メント(株) 

AI 翻訳が導く特

許出願の新時代 
~スマートな権利

化の秘訣~ 

日→英・中・東

南アジア言語へ

の AI 翻訳におけ

る出力傾向と、

特許明細書翻訳

データを活用し

た翻訳エンジン

のアダプテーシ

ョン事例に加

え、OA 解析や

審査実態に基づ

く新発想のポス

トエディット事

例をご紹介。翻

訳のみならず、

AI 活用による米

国中間処理もご

紹介。スマート

な権利化を目指

す方必見です。 

●  

P28 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

商標管理に効く! 
注目の MCP と

は 

AI やチャットツ

ールとシステム

をつなぐ新たな

仕組み「MCP」
が注目されてい

ます。本セミナ

ーでは、MCP の

基本的なしくみ

●  



と実際の使い方

を、商標管理ツ

ール

「BRANTECT」
の機能を用いて

ご紹介します。 

P29 NGB（株式） インド特許出願

実務ガイド 
~20 24 年規則改

正をふまえて~ 

人口が世界第一

位となり、マー

ケットとして重

要性を増すイン

ド。その特許制

度の概要と 20 24
年特許規則改正

後の実施報告書

を解説します。

弊社の特許出願

仲介業務や年金

管理業務の経験

に基づき、また

インド派遣で収

集した情報も交

えながら、制度

のポイントや実

施報告書対応を

具体例とともに

ご紹介します。 

 

P30  Smart- IP(株) 生成 AI×明細書

作成&中間対応

の最前線 
~"appla-engine"
によるスマート

ドラフティング

の実現~ 

特許実務に AI を
どう活用すべき

か、迷っていま

せんか?AI 導入

では、業務 DX
の中で AI をどう

組み込むかがカ

ギとなります。

appia-engine
は、使いやすい

UI と AI の連携

で明細書作成・

中間対応を支援

●  



するサービスで

す。今回は、そ

の活用法や導入

事例を通じて、

AI 導入のポイン

トをお届けしま

す。 

P31 北京龍安法律事

務所 
事例から見る企

業における専利

リスクおよびそ

の対応策 

本資料は、企業

における専利リ

スクとその対応

策について、具

体的な事例を基

に解説していま

す。専利権の帰

属問題、新規性

や進歩性の調査

不足、優先権期

間の管理、特許

侵害訴訟の対応

など、重要なリ

スクとその回避

方法が網羅され

ています。ま

た、研究開発か

ら特許出願まで

の各段階におけ

る注意点や、企

業がリスクを管

理するための制

度の必要性につ

いても言及し、

企業の知財戦略

に役立つ実践的

な内容となって

います。 

 

P32 (株)エムニ 松尾研発!時間・

コストを 99.9%
削減! 「AI 特許

AI 特許ロケット

は LLM を始め

とする独自の AI
技術を用いて、

●  



ロケット」 数百~数千件の特

許の全文を精

査・分析し、戦

略の元になる示

唆を圧倒的なス

ピード・低コス

トで提供しま

す。得られる示

唆の例として、

高精度特許マッ

プを作成し、競

合企業や業界ト

レンド、自社の

アイデアに対し

て類似性の高い

特許の提案など

が挙げられま

す。 

P33 (株)HackCamp IP ランドスケー

プ×生成 AI で描

く新たな事業戦

略 

知財・技術情報

を戦略や事業に

どう活かすか。

多くの企業が直

面するこの課題

に対し、本セミ

ナーでは、正林

国際特許事務所

と HackCamp
による共創の取

り組みをご紹介

します。生成 AI
ツール「共創ナ

ビ ivan」を活用

し、特許群から

テーマを導き、

事業化へと展開

する実践的な共

創モデルを解説

します。 

●  



P34 (一社)発明推進

協会 
合理的な知財戦

略で Office  
Action は減らせ

る!!! 

海外出願に対す

る、不本意な補

正、膨大なコス

ト、長すぎる権

利化プロセス、

権利化の断念…..
これらの問題

は、OA の回数

や OA 応答の質

と密接な関係に

あります。OA
を減らし、発行

された OA には

最適な応答を行

い。早期に特許

査定を実現する

ためには、何が

必要か。国内外

の実務者ととも

に質の高い情報

を紹介します。 

 

P35 (一社)発明推進

協会 
合理的な知財戦

略で Office  
Action は減らせ

る!!! 

海外出願に対す

る、不本意な補

正、膨大なコス

ト、長すぎる権

利化プロセス、

権利化の断念 こ
れらの問題は、

OA の回数や OA
応答の質と密接

な関係にありま

す。OA を減ら

し、発行された

OA には最適な

応答を行い、早

期に特許査定を

実現するために

は、何が必要

か。国内外の実

務者とともに質

 



の高い情報を紹

介します。 

P36 (株)ジー・サー

チ 
技術戦略を革新

する「論文×特許

×専門紙」の統合

可視化プラット

フォーム 

「技術動向 研究

者情報」など目

的別の検索画面

から結果を自動

でグラフ化する

「J Dream 
Innovation 
Assist」の紹介

です。論文・特

許から得られる

技術の研究・開

発情報に、専門

紙から得られる

技術の事業化や

企業の事業活動

の情報を合わせ

ることで技術俯

瞰を効率化しま

す。事業戦略や

新規テーマ創出

など初期調査の

効率化に貢献し

ます。 

 

P37 (株)エムニ 松尾研発!時間・

コストを 99.9%
削減! 「AI 特許

ロケット」 

AI 特許ロケット

は LLM を始め

とする独自の AI
技術を用いて、

数百~数千件の特

許の全文を精

査・分析し、戦

略の元になる示

唆を圧倒的なス

ピード・低コス

トで提供しま

す。得られる示

唆の例として、

高精度特許マッ

●  



プを作成し、競

合企業や業界ト

レンド、自社の

アイデアに対し

て類似性の高い

特許の提案など

が挙げられま

す。 

P38 アール・ダブリ

ュ・エス・グル

ープ 

知財業務の効率

化に! 今こそ活用

したいワンスト

ップ知財サポー

ト 

グローバル出願

に必要な知財関

連業務を、ワン

ストップで支援

する RWS テク

ノロジーと専門

知識を融合させ

た知財ソリュー

ションにより、

知財ご担当者様

がコア業務に専

念できる環境づ

くりをお手伝い

します。本セッ

ションでは、こ

れらのソリュー

ションのご紹介

に加え、日本語

インターフェー

スに対応し、さ

らに使いやすく

なった外国出願

ポータル

「Inovia」と、

特許年金ポータ

ルの最新デモも

ご覧いただけま

す。 

 

P39 パットスナップ 新 AI AGENT に

よる知財ソリュ

Patsnap は最新

鋭の AI を駆使

し、知財ソリュ

●  



ーションの強化 ーション

Analytics の AI
要約、自 AGENT
シリーズ Eureka  
(新規性調査、動

分類、新 AI 
Cla im 作成補助

など)により知財

業務をサポート

します。

Analytics の新規

機能を紹介しま

す。 

P40  (株)ASU AI が描く特許調

査の未来 一対比

から可視化まで

瞬時に! 

新製品 Alcrea(ア
イクレア)をご紹

介します。1-
ChatGPT-最新モ

デル AI を利用し

て先行技術調査,
動向調査,侵害調

査時に公報、出

願 Word 文書と

比較して瞬時に

対比表を作成

し、調査業務を

支援します。2・
自社知財データ

を各グラフで分

析、表記し AI で
コメント評価を

します。講師

ASU 

●  

P41 アイ・ピー・フ

ァイン(株) 
研究現場の情報

ハブ 「R&D ラ

ンドスケープ

IIC」&知財 DX
ラボ報告 

知財情報・文

献・画像・非特

許情報を一元活

用。R&D ランド

スケープ IIC が

切り拓く、研究

開発と知財部門

 



をつなぐ DX の

最前線を紹介し

ます。 

P42 トヨタテクニカ

ルディベロップ

メント(株) 

swimy の生成 AI
エージェントで

イノベーション

を加速する 

発明アイデアを

入力するだけ

で、図やフロー

チャート付きの

発明提案書を自

動生成。さら

に、技術概要を

入力するだけで

特許情報を分析

し、グラフ付き

の解析レポート

まで自動作成。

化学式や数値範

囲にも対応し、

発明創出から特

許分析までを一

気通貫で支援す

る swimy の最新

生成 AI エージェ

ントの進化を、

本セミナーでぜ

ひご体感くださ

い。 

●  

P43 (株)マークアイ 中国における知

財最新状況 ~出
願数増加に伴う

企業戦略~ 

本セミナーでは

出願動向や実務

上の留意点、中

国特許庁の最新

動向、調査・監

視の重要性を解

説し、日本企業

にとって実効的

な対策となる情

報について、日

中双方の専門家

である柳沈法律

事務所の張華威

 



先生をお招き

し、ご講演いた

だきます。 

P44 アイビーリサー

チ(株) 
特許専用 LLM■
が戦略的に明細

書生成! 

特許に特化した

生成 AI が各段落

を順に生成し、

戦略的かつ高品

質な明細書作成

ができます。※

一切クラウド等

にはアクセスい

たしません。特

許専用 LLM 単

独で明細書生成

が可能です。指

定分野の公報デ

ータをデータベ

ース化すること

で RAG 方式の

利用も可。 

●  

P45 Axe lidea(株) AI が拓く創造知

のフロンティア: 
ひらめきを連れ

てくる AI 

創造知のフロン

ティアで、AI が
ひらめきの扉を

開く。AXELIDEA 
Patent が新たな

ひらめきを導き

ます。特許番号

から瞬時に価値

を見出す次世代

システムを無償

公開。専門家の

知見を AI に結集

し、知財戦略・

技術移転・新規

事業まで包括的

に提案。日本企

業の無形資産価

値を飛躍的に高

める、知財イノ

●  



ベーションの最

前線をご紹介し

ます。 

P46 (株)デンネマイ

ヤー 
IP ライフサイク

ルの最適化: 管理

システム DIAMS
と IP サポートサ

ービス 

DIAMS シリーズ

に新機能登場。

導入時の最大の

課題であるデー

タ移行に対し、

支援サービスも

ご提案いたしま

す。コスト・リ

スク・工数を最

小限に抑え、シ

ステムのスムー

ズな移行と運用

を実現。IP ライ

フサイクルに対

応したテクノロ

ジーと専門知識

を融合し、導入

から運用まで、

安心してご利用

いただける環境

を整えます。 

 

P47 作業中 POSCO の特許

専門家が発表す

る「新規事業企

画に活用される

AI-融合 IP 戦略

事例」 

今日、産業全体

において AI の活

用が急速に広が

り、企業もそれ

に基づいて新し

い事業機会を模

索しています。

そんな中、IP 戦

略も単なる権利

確保を超え、将

来のビジネス方

向性に繋がる核

心戦略要素とし

て浮上していま

す。今回は、韓

●  



国のグローバル

企業 POSCO の

特許専門家をお

招きし、AI と IP
を融合し、新規

事業企画に活用

する戦略を実際

の事例を通じて

紹介します。 

P48 クラリベイト・

アナリティク

ス・ジャパン

(株) 

知財管理システ

ム IPfolio が実現

する効率化・AI
活用 

Sa le sforce プラ

ットフォームを

基盤とした知財

管理システム

IPfolio は、導入

企業が増加し、

知財管理の高度

化・効率化を実

現しています。

本講演では、ユ

ーザーから高く

評価されている

中核機能。当社

の他ソリューシ

ョンとの連携に

よる業務最適化

や AI を活用した

アップデート、

今後の展望につ

いてご紹介しま

す。 

●  

P49 Queste l (サイバ

ーパテント(株)) 
AI で実現する特

許検索・解析の

効率化と活用事

例紹介 

AI アシスタント

「Sophia」が、

検索条件の作成

から特許文献の

要約、自由な対

話を通じた解釈

支援まで、知財

業務の新しい可

能性を広げま

●  



す。弊社の製品

担当からのご案

内に加え、実際

のユーザ事例と

してコベルコビ

ジネスパートナ

ーズ(株)産業情

報部の調査担当

者様より活用事

例をご講演いた

だきます。 

P50  マルクビジョン

株式会社 
AI を駆使したブ

ランド保護の最

前線: グローバル

ブランドに選ば

れる理由とは? 

ハーバード・ロ

ースクール出

身、シリコンバ

レーに拠点を置

くブランド保護

を AI で革新する

マークビジョン

創業者兼 CEO 
Mark Lee が登

場、たった 5 年

で 250 社以上に

まで急成長した

裏側、グローバ

ル企業がマーク

ビジョンの AI の
ブランド保護を

選ぶ理由、IP や

ブランド保護業

界の未来を語る

必見セッション! 

●  

P51 クルツジャパン

(株) 
【偽造防止対

策】複製不可能

な暗号化 QR コ

ードによる真顔

判定サービス 

偽造品やグレー

マーケット対策

でお困りの企業

の方必見 KURZ 
SCRIBOS の

ValiGate®は、独

自開発技術の特

殊な印刷パター

 



ンを使った QR
コードによるオ

ンライン真判定

ソリューショ

ン。正規品判定

に加え、不正流

通の検出、マー

ケティングツー

ルとしても活用

可能、最新のグ

ローバル事例と

共に紹介しま

す。 

P52 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

GMO が解説す

るなりすまし対

策の今 

なりすましによ

る被害は、企業

にとって深刻な

リスクです。本

セミナーでは、

GMO ブランド

セキュリティが

提供する「GMO
なりすまし

ZERO」の診断ロ

ジックを紹介

し、効果的な対

策手法を総合的

に解説します。 

 

P53 日本パテントデ

ータサービス

(株) 

マルハニチロか

ら Umios へ! ~マ
ルハニチロの知

財活動紹介~ 

マルハニチロ株

式会社における

ゼロからの知財

部門立ち上げの

経緯と経営企画

部内に設置され

た知財部門とし

ての気づき、そ

して「Umios 株

式会社」への社

名変更プロジェ

クトに知財部門

 



として参画した

なかでの経験

を、J PDS サー

ビスの活用事例

を交えてご紹介

します。 

P54 (株)IP- RoBo 商標出願代理ト

ップクラスの特

許事務所の商標

AI 活用最前線 

年間 2,0 0 0 件以

上の商標代理を

手がけており、

商標出願代理件

数も我が国トッ

プクラスの特許

事務所が語る、

商標調査 AI
「TM- RoBo」活

用最前線 業務効

率 70 %削減、見

落とし防止、人

材育成の実現。

AI と人の理想的

な協業で、高品

質な知財サービ

スを提供する秘

訣を深掘りしま

す。 

●  

P55 中国知的財産出

版社株式会社

（IPPH） 

AI 時代が導く中

国特許検索・分

析の変革 

中知慧海 
(Pa tSea) Big 
Data とインテリ

ジェント・サー

ビス・システム

の機能に基づ

き、中国特許の

検索、閲覧、ソ

ーティング、分

析など多くの場

面における作業

効率の向上、作

業難易度の低

減、より多くの

●  



事業実現を目指

すインテリジェ

ント検索、機械

翻訳、ビッグデ

ータ関連加工、

生成大規模モデ

ルなどの AI 技術

の活用を紹介す

る。 

P56 (有)アクアプラ

ネット 
AI と独自検索エ

ンジンにより特

許調査自動化を

実現、目視不要! 

本セミナーで

は、AI と独自の

検索エンジンを

搭載した特許検

索サービス Pat 
Visual をご紹介

します。従来の

特許検索は検索

式作成、目視確

認が必要でした

が、PatVisual
では新しい検索

式の作成も不

要、検索結果の

細かな目視確認

も不要で、特許

調査を自動化で

きます。AI と独

自の検索エンジ

ンが類似特許を

自動的に抽出

し、近い順に内

容を可視化,比較

結果を自動的に

作成します。 

●  

P57 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

IPRAD RYOMA 
byGMO が提案

する、次世代の

知財管理 

これからの知財

管理に不可欠な

機能と「知財デ

ータの戦略的活

用」についてご

 



紹介します。ビ

ジネスに活かす

データ分析を可

能にし、業務の

流れを意識した

機能で、直感的

かつスムーズな

権利化業務を実

現し、担当間の

コミュニケーシ

ョンロスを大き

く削減します。

IPRAD RYOMA 
byGMO の全貌

をぜひご体験く

ださい。 

P58 (株)日立製作所 日立知財ソリュ

ーション ~次の

ステージへの取

り組み~ 

知財業務は今、

出願・管理中心

の運用から、経

営戦略と連動し

た知財の価値創

造へと進化して

います。日立の

知財ソリューシ

ョンは、業務プ

ロセスのデジタ

ル化と高度な分

析機能により、

知財の可視化・

戦略活用・意思

決定を強力に支

援します。 

 

P59 (株)ユアサポ AI 活用で実現す

る弁理士・知財

部員の業務効率

化と働き方改革 

AI 導入で作業時

間を劇的に短縮

し、弁理士・知

財担当者が高付

付加価値業務に

集中できる共創

型ワークフロー

●  



の実践ポイント

を解説します。 

P60  (株)HackCamp 三菱電機に学

ぶ、生成 AI で加

速する知財を起

点にした事業開

発 

本講演では、三

菱電機の実践事

例をもとに、

「共創ナビ

Ivan」を活用す

ることで、技術

資産(特許・ノウ

ハウ)を活用しな

がら、人と AI と
の共創によって

事業創造の課題

を改善したプロ

セスとその要因

をひも解きま

す。知財を起点

にイノベーショ

ンを生み出す組

織づくりのヒン

トを、ぜひお持

ち帰りくださ

い。 

●  

P61 巨群国際特許商

標法律事務所 
台湾の企業が日

本の企業共に協

力して発明を守

るためのネット

ワークを構築す

る 

台湾企業は高度

な技術力と革新

性を持ちながら

も、日本市場へ

の展開や特許戦

略において多く

の課題に直面し

ています。本講

演では、巨群事

務所が長年にわ

たり日台の知財

実務に携わって

きた経験をもと

に、台日企業間

の連携による知

財保護ネットワ

 



ークの重要性と

構築方法につい

てご紹介しま

す。特に共同出

願、ライセンス

契約、情報共有

の仕組みづくり

など、実践的な

視点からお話し

します。 

P62 トヨタテクニカ

ルディベロップ

メント(株) 

AI 翻訳が導く特

許出願の新時代 
~スマートな権利

化の秘訣~ 

日→英・中・東

南アジア言語へ

の AI 翻訳におけ

る出力傾向と、

特許明細書翻訳

データを活用し

た翻訳エンジン

のアダプテーシ

ョン事例に加

え、OA 解析や

審査実態に基づ

く新発想のポス

トエディット事

例をご紹介。翻

訳のみならず、

AI 活用による米

国中間処理もご

紹介。スマート

な権利化を目指

す方必見です。 

●  

P63 (株)知財塾 企業知財人材に

必要な実務教育

のあり方と方法

のアップデート 

企業の知財人材

に求められるス

キルは、事業・

研究開発に入り

込み知財戦略を

推進すること、

知財権の活用を

想定しポートフ

ォリオを形成す

 



ること、知財を

言語化し専門文

書に落とし込む

こと、法基準に

照らし実務手続

を遂行すること

など･･･その範囲

は拡がり続けて

います。こうし

たなかで、如何

に早く的確に基

礎スキルセット

を習得できるか

は課題であり、

教育方法のアッ

プデートについ

て知財塾と知財

の楽校の目線か

らお届けしま

す。 

P64 (株)ユアサ по  独自データで鍛

える AI: 知財文

書作成の新スタ

ンダード 

自社(自事務所)
の過去出願デー

タを AI に学習さ

せ、文書品質を

飛躍的に高める

最新技術とその

効果を実証デー

タを交えて詳し

く解説します。 

●  

P65 キム＆スチュワ

ート法律事務所 
生成 AI で実現す

る、合理的な米

国特許実務のコ

スト削減策 

高コストな米国

特許取得におい

て、多くの日本

企業や特許事務

所が生成 AI 活用

を模索していま

す。本講演で

は、日本の出願

人・代理人が生

成 AI を用いて、

●  



米国特許実務の

コストを合理的

に削減するため

の具体的な施策

を提案します。 

P66 ヴァリュエネッ

クス 
R&D インテリジ

ェンスの促進に

向けた特許情報

活用 

VALUENEX は、

特許などのビッ

グデータを俯瞰

的に解析するソ

リューションを

通じて、企業の

R&D インテリジ

ェンス機能の強

化とイノベーシ

ョン創出の支援

を行います。本

セミナーでは、

俯瞰解析や生成

AI を活用した事

例をご紹介しま

す。 

●  

P67 クラリベイト・

アナリティク

ス・ジャパン 

知財管理システ

ム IPfolio が実現

する効率化・AI
活用 

Sa le sforce プラ

ットフォームを

基盤とした知財

管理システム

IPfolio は、国内

外で導入企業が

着実に増加し、

知財管理の高度

化・効率化を実

現しています。

本セッションで

は、ユーザーか

ら高く評価され

ている中核機

能、クラリベイ

トの他ソリュー

ションとの連携

による業務最適

●  



化や AI を活用し

た最新アップデ

ートと今後の展

望などについて

ご紹介します。

知財を資産とし

て活用するため

のヒントを、ぜ

ひお持ち帰りく

ださい。 

P68 ルート IP 知財管理効率化

の最前線 AI エー

ジェント/管理シ

ステム連携 

AI と管理システ

ムを融合させ、

知財業務の自動

化と効率化を加

速します。企業

と事務所間のデ

ータ連携が root 
ip 内で完結し、

メール受信に基

づくタスクの自

動処理も実現、

特許庁とのデー

タ連携、データ

診断機能。PCT-
RO 英文明細書

処理、特殊申請

支援ツール

PPW8 への移行

方法等も説明い

たします。 

●  

P69 パットスナップ 知財、R&D、創

薬を牽引する AI 
AGENT 新登場 

Pa tsnap が革新

的な AI AGENT
シリーズ New 
Eureka を発表。

20 25 年を AI 
AGENT の元年

と捉え、知財、

R&D、創薬、材

料領域向けに新

●  



たな大型製品群

を同時リリース

します。知財を

含むイノベーシ

ョン情報と AI 技
術を結びつけ、

各分野のイノベ

ーションにパラ

ダイムシフトを

もたらします。 

P70  パテント・イン

テグレーション

(株) 

中小企業優秀賞

受賞! 「サマリ

ア」の AI 新機能

のご紹介! 

知財系生成 AI サ
ービスで唯一と

なる、りそな財

団主催「中小企

業優秀新技術・

新製品賞」を受

賞した特許読解

支援 AI アシスタ

ント【サマリ

ア】の新機能を

紹介。企業知財

において、拒絶

対応から IP ラン

ドスケープま

で、様々なシー

ンで日常の知財

実務を強力にサ

ポート。特許取

得済の多数の当

社独自技術を簡

単にご紹介しま

す。 

●  

P71 アイ・ピー・フ

ァイン(株) 
生成 AI で加速、

無限の可能性! 3
つの業務革新

「AI ワーカー」 

R&D 知財グルー

プウェア「THE
調査力 AI と
R&D ランドスケ

ープ IIC」に生成

AI を活用した 3
つの機能を搭載! 

●  



①内容の要約や

KW の抽出 ②他

社製品との類似

度を調査「製品

情報リサーチ」 
③自由入力で情

報収集や整理が

できる「マイ AI
ワーカー」業務

を加速させる次

世代機能を、ぜ

ひご体験くださ

い。 

P72 (株)マークアイ 「ブランド TLD 
次回ラウンド開

始 〜いま必要な

知識とは?~ 

知らないと乗り

遅れる!20 26 年

4 月、ブランド

TLD の新申請が

いよいよスター

ト。14 年ぶり、

2 回目の申請が

開始される今こ

そ、自社のドメ

イン戦略を見直

し、ブランド

TLD の活用価値

を再確認する絶

好のタイミング

です。Com 
Laude 株式会社

村上氏が活用メ

リットや申請に

向けた準備のポ

イントを徹底解

説! 

 

P73 (株)ASU 新製品

「PPW8」
(ATMS/PPW 後

継品)のご紹介 

出願支援ソフト

新製品

「PPW8」の各

種機能をデモン

ストレーション

 



を交えご紹介し

ます。1.(新)図面

一括処理、配列

表出力等 PCT-
RO 英文明細書

処理、特殊申請

支援ツール

PPW8 への移行

方法等も説明い

たします。J -
CheckB (WORD
規定外文字チェ

ックツール)のご

紹介。 

P74 クラリベイト・

アナリティク

ス・ジャパン

(株) 

コンテンツ活用

が拓く知財戦略

の未来: データと

AI による可視化 

Sa le sforce プラ

ットフォームを

基盤とした知財

管理システム

IPfolio は、導入

企業が増加し、

知財管理の高度

化・効率化を実

現しています。

本講演では、ユ

ーザーから高く

評価されている

中核機能、当社

の他ソリューシ

ョンとの連携に

よる業務最適化

や AI を活用した

アップデート、

今後の展望につ

いてご紹介しま

す。 

●  

P75 (株)プロパティ 特許業務におけ

る大規模言語モ

デル LLM(生成

従来のマイニン

グ技術と大規模

言語モデル(生成

AI)の具体的な相

●  



AI)の活用 違点を整理しな

がら、自動分

類、フラグ付、

課題解決マップ

の作成等の特許

業務における大

規模言語モデル

の活用について

説明します。ま

た、発明提案書

からの明細画変

換、拒絶理由対

応、明細書翻

訳、調査計画、

特許データの俯

瞰等ができる特

許業務向けの

Brain Talk(新製

品)の紹介をしま

す。 

P76 NGB ポートフォリオ

構築のための特

許分析新指標と

生成 AI 活用の可

能性 

生成 AI を活用し

た特許分析に役

立つ情報収集

と、出願や放棄

のメガトレンド

に関して NGB
が提供する新指

標による特許分

析を融合し、客

観性と戦略性を

備えた特許ポー

トフォリオ分析

について発表し

ます。年金管理

等の知財コスト

の費用対効果向

上に有効な特許

ポートフォリオ

の分析事例を紹

介します。 

●  



P77 トヨタテクニカ

ルディベロップ

メント(株) 

swimy の生成 AI
エージェントで

イノベーション

を加速する 

発明アイデアを

入力するだけ

で、図やフロー

チャート付きの

発明提案書を自

動生成。さら

に、技術概要を

入力するだけで

特許情報を分析

し、グラフ付き

の解析レポート

まで自動作成。

化学式や数値範

囲にも対応し、

発明創出から特

許分析までを一

気通貫で支援す

る swimy の最新

生成 AI エージェ

ントの進化を、

本セミナーでぜ

ひご体感くださ

い。 

●  

P78 Queste l (サイバ

ーパテント(株)) 
AI×知財管理シス

テム×サービスに

よる統合ソリュ

ーション 

知財管理システ

ムに AI と実務支

援サービスを組

み合わせた統合

ソリューション

の最新動向をご

紹介。出願・翻

訳・年金管理、

OA 対応を含む

実務の効率化と

最適化を、実際

の活用事例を交

えて解説しま

す。 

●  

P79 NGB（株式） NGB 知財事務サ 「属人化・煩雑
 



ービスで、あな

たの知財部に余

白と機動力を 

化・期限不安」

――その知財事

務の悩み、私た

ちが引き受けま

す。特許・商標

などの出願・権

利化を支える業

務を整理・標準

化し、実行まで

代行。貴社の知

財部門に、余白

と動力をもたら

します。 

P80  (株)IP- RoBo AI 導入で進化す

る特許事務所の

業務と顧客サー

ビス 

商標調査 AI
「TM・RoBo」
導入で業務はど

う変わる?AI 関
連特許出願を多

数手がける中辻

弁理士が語る

【劇的効率化】

の秘訣!懸念だっ

た AI の識別力判

断をどう乗り越

え、調査漏れリ

スク解消、新案

件獲得、人材育

成まで実現した

のか。AI 活用最

前線のリアルな

声を、AI 技術に

精通している弁

理士の目線で語

っていただきま

す。 

●  

P81 NGB×(株)AI 
Samrai×トヨタ

テクニカルディ

ベロップメント

知財情報の価値

とは? 技術革新

がもたらす IP ラ

ンドスケープの

近年、経営戦略

立案に IP ランド

スケープを活用

する企業が増え

●  



(株) 進化 ています。この

ため、トヨタテ

クニカルディベ

ロップメントは

20 25 年 4 月に

IP ランドスケー

プの専門グルー

プを立ち上げま

した。IP ランド

スケープの実践

に際して、公開

情報や特許情報

の収集、社内情

報の活用にお悩

みの方へ解決に

向けたヒントを

提供できれば幸

いです。 

P82 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

14 年ぶりのチャ

ンス到来! ブラン

ド TLD の徹底活

用術! 

インターネット

上の極上の一等

地である「ブラ

ンド TLD」を活

用して、ガバナ

ンス、ブランド

セキュリティ、

マーケティン

グ・ブランディ

ングを強化しま

せんか。ブラン

ド TLD の取得か

ら活用までを企

業の具体的事例

とともに網羅的

にご紹介しま

す。参加特典:
「ブランド TLD
徹底活用ガイド 
(1,650 円相当)」
を特別進呈! 

 



P83 日本パテントデ

ータサービス

(株) 

江崎グリコ マー

ケティングにつ

なげる商標戦略 

江崎グリコ株式

会社では、J PDS
の「Brand Mark 
Search」を活用

して、日本国内

で新しく出願ま

たは登録された

商標のウォッチ

ングを定期的に

行っている。こ

の中で、商標の

出願・登録状況

を分析するだけ

ではなく、商標

から読み取れる

世の中の新しい

動きやトレンド

の気付きなどマ

ーケティング部

門と連携してい

る。今回は具体

例を挙げなが

ら、マーケティ

ングにつなげる

江崎グリコの商

標戦略について

ご紹介。 

 

P84 (株)発明通信社 知財業務の“ある

ある課題”を AI
で解決! 業務効率

化の事例紹介 

最近注目を集め

ている AI です

が、知財業務の

中ではどのよう

に活用するのが

効果的なのでし

ょうか。本プレ

ゼンでは知財業

務の“あるある”
な課題に対し、

AI の活用によっ

て得られる業務

改善のヒントや

●  



実務の幅を広げ

るきっかけとな

る事例をご紹介

します。 

P85 フレーズ Phrase の翻訳

AI エージェント

が変える、特許

翻訳の未来 

特許翻訳では、

用語の統一や表

現の一貫性とい

った高い翻訳品

質が求められる

一方、短納期対

応やコスト削減

といった課題も

存在する。本セ

ミナーでは、

Phrase が提供す

る AI エージェン

ト機能を活用

し、これらの課

題を解決するた

めのワークフロ

ー最適化の手法

を紹介する。翻

訳品質を維持し

ながら、業務効

率化を実現した

い方必見。 

●  

P86 NGB（株式） 中国知財訴訟に

おける証拠の重

要性 

統計によれば、

最近の中国専利

民事訴訟の件数

は、米国の約 15
倍、日本の約 70
倍に達していま

す。弊社ではそ

れに対する備

え、すなわち

「知財セキュリ

ティ」を提案し

ます。中国にお

ける裁判では証

 



拠認定のハード

ルが高く、日々

の証拠収集が重

要です。証拠の

重要性と収集の

方法について解

説・提案しま

す。 

P87 GMO ブランド

セキュリティ

(株) 

経営に資する商

標マネジメント 
ブランディング

と商標登録は、

企業が市場での

競争優位性を確

立・維持するう

えで密接に関わ

っています。本

セミナーでは、

商標を単なる権

利保護の手段と

してだけでな

く、経営資源と

して積極的に活

用する視点か

ら、具体的な事

例を交えて、役

立つ活用法をご

紹介します。 

 

P88 特許フィールド Pa tentfie ld が描

く「生成 AI×特
許情報」の次世

代化 

日米欧中韓の特

許情報を標準搭

載し、「生成 AI
調査・分析オプ

ション

Patentfie ld 
AIR」で、膨大な

中国特許を生成

AI でノイズ判定

や評価分析等が

可能に。次に

Patentfie ld が描

く特許情報への

●  



アクセス(調査・

査読・分析)をさ

らに容易にする

次世代の特許調

査・分析システ

ムをご紹介。 

P89 アール・ダブリ

ュ・エス・グル

ープ 

生成 AI の活用で

切り拓く特許翻

訳の進化 -  品
質・効率向上の

新標準 

特許に最適な、

生成 AI を活用し

た最新の翻訳手

法をご紹介しま

す。品質と効率

を両立する新た

な翻訳ワークフ

ローの可能性

を、実例を交え

て解説します。 

●  

P90  (株)エムニ 松尾研発!時間・

コストを 99.9%
削減! 「AI 特許

ロケット」 

AI 特許ロケット

は LLM を始め

とする独自の AI
技術を用いて、

数百~数千件の特

許の全文を精

査・分析し、戦

略の元になる示

唆を圧倒的なス

ピード・低コス

トで提供しま

す。得られる示

唆の例として、

高精度特許マッ

プを作成し、競

合企業や業界ト

レンド、自社の

アイデアに対し

て類似性の高い

特許の提案など

が挙げられま

す。 

●  



P91 IPTech 弁理士法

人 
生成 AI の特許事

務所における活

用方法と注意点

の紹介 

IPTech 弁理士法

人では、社内ガ

イドラインを定

めクライアント

への案内をした

うえで、20 25
年 4 月 1 日から

業務において生

成 AI ツールの活

用を始めていま

す。特許事務所

が生成 AI ツール

の利用を開始す

るために注意す

べきことと必要

なこと、また実

際の利用のノウ

ハウや留意事項

などをご紹介し

ます。 

●  

P92 AI サムライ 「知財×AI」で切

り拓く、新たな

発見と共創の未

来 

特許業務は人間

だけが担うもの

そんな“天動説”
は過去のものと

なりつつありま

す。AI が発想を

提示し、人間が

それを発見し、

更なる創作をし

て発明へと昇華

させる。今、知

財の世界は AI と
いう“地動説”へ
と大きく動き出

しました。知財

×AI が生み出す

のは、効率化だ

けでなく、人と

AI による共創の

未来です。 

●  



P93 アイビーリサー

チ(株) 
特許専用 LLM■
が戦略的に明細

書生成! 

特許に特化した

生成 AI が各段落

を順に生成し、

戦略的かつ高品

質な明細書作成

ができます。※

一切クラウド等

にはアクセスい

たしません。特

許専用 LLM 単

独で明細書生成

が可能です。指

定分野の公報デ

ータをデータベ

ース化すること

で RAG 方式の

利用も可。 

●  

 

第 2 章 知的財産における AI 革命：テーマ別分析 

 

20 25 年のカンファレンスの中心テーマとして AI が圧倒的な存在感を示していること

は、単なるトレンドではなく、業界の根本的な変革を意味します。プレゼンテーション

のトピックを詳細に分析することで、AI の知的財産エコシステムへの統合が持つ普遍

性、成熟度、そして戦略的影響が明らかになります。 

 

2.1. AI の遍在性：定量的な概要 

 

カンファレンスのスケジュールを定量的に分析すると、AI の普及ぶりが浮き彫りにな

ります。86 のプレゼンテーショントピックのうち、46 は明確に AI に関連しており、

プログラム全体の 53%以上を占めています。この集中ぶりは、AI がもはや専門家だけ

のニッチなトピックではなく、知的財産分野のベンダーやサービスプロバイダーの大多

数にとって、議論、投資、そしてイノベーションの主要なテーマとなっていることを示

しています。これらのトピックの配分はカンファレンスの 3 日間を通して一貫してお



り、1 日だけのテーマ集中ではなく、継続的な焦点となっていることを示しています。 

 

2.2. AI - IP エコシステムのマッピング：タスク自動化からワークフロー変革まで 

 

AI 関連のプレゼンテーションの多様性は、市場の著しい成熟を物語っています。初期

の知的財産向け AI ツールは、広範な検索・分析機能に重点を置くことが多かったもの

の、20 25 年のカンファレンスでは、プロフェッショナルワークフローにおける具体的

かつ価値の高い課題をターゲットとした、高度に専門化されたソリューションが数多く

紹介されています。この専門化は、ベンダーがもはや汎用的な「知的財産向け AI」と

いうコンセプトを売りにするのではなく、知的財産ライフサイクル全体にわたる個別の

タスクに対応する高度なツールを開発していることを示しています。 

一般的なツールから特殊なソリューションの複雑なエコシステムへの進化は、以下の機

能分類に示されています。 

表 2: AI- in- IP プレゼンテーションの機能分類 

機能カテゴリ プレゼンター/会社名 & (プレゼンテーション ID) 

検索、分析、IP ランドスケープ amplified a i (P9), PatSee r (P10 ), NGB (P19, 
P76), アズテック(株) (P26), (株)エムニ (P32, 
P37, P90 ), (株)HackCamp (P33), Pa tsnap (P39), 
(株)ASU (P40 ), Queste l (P49), 中国知識産権出

版社 (P55), (有)アクアプラネット (P56), 
VALUENEX (P66), Patentfie ld (P88), NGB×AI 
Samrai×TTDC (P81) 

発明、起草、審査 アイビーリサーチ(株) (P25, P44, P93), Smart-
IP(株) (P30 ), トヨタテクニカルディベロップメ

ント(株) (P42, P77) 

グローバリゼーションと翻訳 (株)アイパクトリ (P22), トヨタテクニカルディ

ベロップメント(株) (P27, P62), Phrase  (P85), ア
ール・ダブリュ・エス・グループ (P89) 



ブランド保護と商標管理 Marq Vision Inc. (P12, P50), GMOブランドセキ

ュリティ(株) (P28), (株)IP-RoBo (P54, P80) 

IP 管理とシステム統合 (株)アナクア (P21), クラリベイト (P24, P48, 
P67, P74), root ip (P68), Questel (P78) 

一般/戦略 AI アプリケーション (株)ジー・サーチ (P8), 北京 霖知識産権代理有限

公司 (P11), エクセルスカウト (P15), (株)ユアサ

ポ (P20, P59), Axelidea(株) (P45), WIPS (P47), 
(株)ユアサポ (P64), Kim & Stewart LLP (P65), 
Patsnap (P69), パテント・インテグレーション

(株) (P70), アイ・ピー・ファイン(株) (P71), (株)
プロパティ (P75), (株)発明通信社 (P84), IPTech
弁理士法人 (P91), AI Samurai (P92) 

明細書作成（P25、P30）、中間対応（P27、P30）、ブランド保護（P12、P50）とい

った特定のワークフローにきめ細やかに焦点を当てていることは、市場発展の新たな段

階を示唆しています。企業の知財部門や法律事務所にとって、これは二重の課題と機会

をもたらします。専用ツールの利用は効率性の向上を約束する一方で、より複雑な評

価・調達プロセスも必要とします。戦略的な課題は、AI 導入の是非を判断することか

ら、どのような専用ツールを組み合わせて統合されたワークフローを構築するかを判断

することへと移行しており、これはシステム統合とデータ連携に関するプレゼンテーシ

ョンで直接的に取り上げられています[P68、P78]。 

 

2.3. 「エージェント AI」の出現：ツールからチームメイトへのパラダイムシフト 

 

A recurring and transformative  concept throughout the  confe rence  is  the  rise  of the  
"AI Agent" [P9, P15, P39, P42, P68, P69, P77, P85]. This  represents  a  s ignificant leap 
beyond traditional AI tools . Presenta tions from firms like  amplified a i [P9], エクセルス

カウト [P15], and Patsnap [P39, P69] explicitly frame  this  shift as  moving beyond an 
AI tha t is  「指示待ち」 (waiting for instructions) to one  tha t can 「自ら考え動く」 
(think and act on its  own). 

これは単なる意味的なアップグレードではなく、知的財産業務における人間と AI のイ



ンタラクションモデルの根本的な変化を示唆しています。従来のツールでは、クエリの

作成、検索の実行、結果のスクリーニング、関連文書の分析、レポートのフォーマット

といったプロセスの各ステップを、人間の専門家が実行する必要があります。一方、

Amplified AI のプレゼンテーション[P9]で説明されているように、AI エージェントは、

最初の検索から最終的なレポート生成まで、このワークフロー全体を自動化するように

設計されています。 

ワークフロー全体を自律エージェントに委任できるようになると、人間の専門家の主な

役割は必然的に進化します。焦点は、タスクのきめ細かい実行から、AI エージェント

のポートフォリオの高レベル管理へと移行します。専門家の価値は、もはや検索を実行

する能力ではなく、戦略目標を定義し、適切なエージェントを選択して展開し、その出

力を批判的に検証し、エージェントが処理できない複雑で微妙な例外を処理する能力に

あります。このパラダイムシフトは、将来の IP 専門家に求められるスキルに直接影響

を及ぼし、戦略的な監視、AI 出力の検証、例外処理の熟練が、手動のタスク実行より

も重要になります。この進化は、「働き方改革」[P20、P59]の要請と、最新の専門教

育とスキルセットの緊急の必要性の技術的な基盤です。2 

 

2.4. 最前線に立つキープレーヤーとイノベーター 

 

カンファレンス プログラムでは、AI- for- IP を推進するいくつかの主要組織にスポット

ライトを当て、それぞれがイノベーション エコシステムのさまざまな側面を代表しま

す。 

● Microsoft （Anaqua との共同）[P21]： Microsoft のような世界的なテクノロジ

ー大手の参加は、AI for IP 市場の重要性を改めて証明するものです。知財管理のリ

ーディングカンパニーである Anaqua との共同プレゼンテーションは、AI 基盤プ

ラットフォームを既存のエンタープライズ IP ソリューションに深く統合すること

を示唆しています。AI 導入における「リアル」な課題とメリットに焦点を当てた

同社の取り組みは、大規模導入の実用性について、極めて重要な根拠に基づいた視

点を提供しています。4 
● トヨタテクニカルディベロップメント株式会社（TTDC）[P18、P27、P42、

P62、P77、P81]： TTDC は、独自のプラットフォーム「swimy」に関する複数の

プレゼンテーションなど、積極的なプレゼンスを発揮しています。これは、企業の

高度な知財部門が、深い専門知識と社内データを活用し、外部の技術ベンダーへと

変貌を遂げているという、力強いトレンドを象徴しています。彼らは、自らの業務



ニーズから生まれたツールを商品化し、実社会における知財実務に根ざしたソリュ

ーションを提供しています。6 
● 大学発スピンオフ（(株)エムニ）[P32, P37, P90] ：東京大学の名門松尾研究室に

起源を持つことを明確に示すエムニのような企業の存在感は、最先端の学術 AI 研
究から知的財産業界への直接的なパイプラインを示唆しています。このつながり

は、この分野におけるイノベーションのペースが速く、新しい大規模言語モデル

（LLM）アーキテクチャや学習方法論といった AI の基礎的なブレークスルーと密

接に結びついていることを示唆しています。9 

 

第 3 章：知的財産分野における永続的な戦略的課題 

 

AI が議論の中心を占める一方で、カンファレンスの議題は、現代の知的財産環境を特

徴づける、他の重要かつ永続的な戦略的優先事項にも光を当てています。これらのトピ

ックは、差し迫った技術革命の先にある、業界が直面する課題と機会について、バラン

スの取れた視点を提供します。 

 

3.1. グローバル IP ホットスポットのナビゲート：出願を超えて 

 

本会議が主要な国際法域に焦点を当てていることは、グローバルな知的財産戦略の本質

における大きな進化を浮き彫りにしています。議論は出願手続きの枠組みをはるかに超

え、特許付与後の権利行使や訴訟といった複雑でリスクの高い現実にまで及んでいま

す。 

● 中国 [P11, P17, P31, P43, P55, P86]：中国に関するプレゼンテーションは、手続

き上のガイダンスから戦略的なリスク管理へと移行しています。議題では、AI 関
連特許の無効審判手続き[P11]、大規模電子商取引プラットフォームにおける権利

行使戦略[P17]、そして特に訴訟における証拠収集の重要性など、高度な問題が深

く掘り下げられています。中国の特許訴訟件数は日本の約 70 倍であるという主張

は、権利者が乗り越えなければならない非常に激しい訴訟環境を浮き彫りにしてい

ます[P86]。 
● インド [P14, P29] ：世界で最も人口の多い国であり、急速に成長している市場で

あるインドは、戦略的重要性が高まっている法域として紹介されています。トピッ

クはこれを反映し、差止命令の増加や損害賠償額の増額など、変化する執行動向に



焦点を当てています[P14]。また、20 24 年特許規則改正[P29]といった複雑な規制

変更への対応の必要性にも焦点を当てています。 

これらのセッションから浮かび上がった明確なパターンは、グローバルな知的財産戦略

が今や、主に権利行使と訴訟リスク管理の駆け引きとなっているということです。中心

的な課題はもはや、海外で権利をどのように確保するかという点だけでなく、活発でし

ばしば激しい法廷闘争の場において、権利をどのように守り、主張し、関連するリスク

をどのように管理するかという点にあります。これは、企業のリソース配分を根本的に

転換することを必要とし、出願予算にとどまらず、継続的なモニタリング、堅牢な証拠

保全プロトコル、そして主要市場における訴訟準備のための準備も含める必要がありま

す。 

 

3.2. デジタル時代におけるブランド戦略の拡大するフロンティア 

 

本カンファレンスでは、特許に焦点を当てつつ、ブランド保護と戦略に対する洗練され

た先進的なテクノロジーアプローチを実証します。取り上げられるトピックは、従来の

商標登録・管理をはるかに超え、デジタルファーストの世界におけるブランド構築と保

護の現実を反映しています。 

アジェンダには、安全で信頼性の高いオンライン空間を構築するための新しいジェネリ

ックトップレベルドメイン（「ブランド TLD」）の活用[P72、P82]や、メールにおけ

るフィッシングやブランドなりすましに対抗するための検証済みマーク証明書

（VMC）などの技術的 ID 検証標準の導入[P23]など、デジタルネイティブな積極的戦

略に関するセッションが含まれています。AI を活用したオンラインブランド保護の積

極的活用、e コマースサイトやソーシャルメディアにおける偽造品や著作権侵害のスキ

ャンも重要なテーマです[P12、P50 ]。 

さらに、江崎グリコによる J PDS の「ブランドマークサーチ」サービス活用に関する

ケーススタディは、知的財産とマーケティングの戦略的な架け橋を示しています

[P83]。このケーススタディでは、商標出願データが法的なクリアランスのためだけで

なく、新たなトレンドを特定するための競争情報や市場情報源として分析されている様

子が示されています。この進化は、ブランド保護がテクノロジー主導型の積極的な分野

になったことを示しています。商標専門家の役割はブランドテクノロジストへと拡大し

ており、オンラインでのブランド価値を効果的に保護し、活用するためには、デジタル

プラットフォーム、e コマースポリシー、データ分析に関する専門知識が求められてい



ます。 

 

第 4 章：知的財産専門家のための戦略的展望と提言 

 

カンファレンスの主要テーマを総合的に考察することで、知的財産専門職の将来につい

て明確かつ前向きな展望が得られます。AI の急速な統合は、陳腐化の脅威ではなく、

進化の触媒となり、新たなスキル、新たな役割、そして新たな戦略を必要とします。 

 

4.1. 知的財産専門職の将来：陳腐化ではなく、拡張 

 

20 25 年のカンファレンスで圧倒的なメッセージとなったのは、AI は知的財産専門家に

取って代わるのではなく、その役割を補完するということです。AI は一貫して効率化

のためのツールとして位置付けられており、予備調査、文書翻訳、初稿作成といった、

反復的で時間のかかるデータ集約型の作業を自動化するように設計されています。この

自動化は、人間の専門家が「高付加価値業務」（高付加価値業務）[P20、P59]に集中

できるようにすることを目指しています。これには、複雑な法的分析、戦略的コンサル

ティング、顧客関係管理、交渉など、繊細な判断、創造性、戦略的思考が求められる業

務が含まれます。この見解は、AI が弁理士やその他の知的財産専門家の役割を根本的

に変えるものの、完全に排除することはないという結論に至った広範な外部分析によっ

て強く裏付けられています。12 

エージェント型 AI の出現は、このビジョンをさらに洗練させます。専門家が個々のタ

スクだけでなくワークフロー全体を委任するようになると、彼らの中核機能は実行から

管理へと移行します。専門家の価値は、検索の実行速度ではなく、AI エージェントに

最適な戦略を設計し、エージェントの出力の正確性と戦略的妥当性を批判的に評価し、

その出力を法的またはビジネス上の一貫した議論にまとめる能力によって測られるよう

になるでしょう。 

したがって、将来の知的財産専門家の中核となる能力は、人間と AI のチームを戦略的

に管理する能力です。そのためには、「AI リテラシー」と名付けられる、新たな、よ

り広範なスキルセットが必要です。これは単なるソフトウェアの熟練度にとどまらず、

様々な AI モデルの能力と限界に関する深い理解、複雑な法的および技術的な質問に対



する迅速なエンジニアリングの技術と科学、そして AI によって生成されたコンテンツ

を検証するための高度な批判的思考能力を含みます。カンファレンス[P63]で教育機関

が強調したように、この新しい時代において、継続的な学習と適応はキャリアの成功と

長期的な成功にとって不可欠なものとなるでしょう。 

 

4.2. 競争優位性のための実践的な推奨事項 

 

20 25 年特許情報フェア＆カンファレンスの分析に基づき、競争上の優位性を維持した

いと考えている知的財産部門、法律事務所、サービスプロバイダーには、次の戦略的ア

クションが推奨されます。 

1. 「AI for IP 」テクノロジー監査を実施：発明開示、先行技術調査、翻訳管理、訴訟

支援に至るまで、現在の知的財産ワークフローを体系的にマッピングします。これ

らのプロセスを、本レポートの表 2 に記載されている機能的な AI ソリューション

カテゴリーと比較します。これにより、ターゲットを絞った AI 導入による即時の

効率化と戦略的な改善の可能性が最も高い上位 2～3 つの領域を特定できます。 
2. 制御された環境で「エージェント AI」を試験運用する：発明開示の予備的な新規

性調査や機械翻訳文書のレビューなど、具体的で大規模かつ明確に定義されたワー

クフローを選択します。「AI エージェント」ソリューションの大手プロバイダー

（Amplified AI、Patsnap、TTDC など）と提携し、パイロットプログラムを実施

します。目標は、実際の時間節約効果を測定し、自律出力の品質と信頼性を評価

し、これらのツールを既存システムに統合する際の実際的な課題を理解することで

す。 
3. スキルアップと AI リテラシーへの投資：知的財産チーム向けに、AI ツールの戦

略的活用に焦点を当てた正式なトレーニングプログラムを実施しましょう。このプ

ログラムは、基本的なソフトウェアチュートリアルにとどまらず、法的および技術

的な問い合わせへの迅速な対応、機密情報を扱う AI の使用における倫理的配慮と

データセキュリティリスク、AI によって生成された技術的および法的主張を批判

的に検証するための方法論など、より高度なトピックをカバーする必要がありま

す。このカリキュラムを開発するために、カンファレンス[P63]で発表されている

ような専門教育機関との提携を検討してください。 
4. 中国およびインドにおける知的財産戦略の再評価：出願中心の戦略から、権利行

使に即した戦略へと転換しましょう。現在の予算とリソース配分を見直し、侵害監

視、訴訟の可能性に備えた体系的な証拠保全（プレゼンテーション P86 に記載さ



れているように、中国では重要な要素です）、最新の権利行使動向や戦略に関する

現地弁護士との定期的な連携といった、積極的な対策が十分に実施されているかを

確認しましょう。 
5. ブランド保護とデジタル戦略の統合：知的財産、マーケティング、IT の各担当者

からなるクロスファンクショナルチームを編成し、組織のデジタルブランドプレゼ

ンスと脆弱性を包括的にレビューします。このチームは、ブランド TLD の導入

[P72、P82]と AI を活用したオンライン監視サービスの導入[P12、P50 ]による戦略

的価値とセキュリティ上のメリットを評価し、オンラインでの著作権侵害、偽造、

ブランドなりすましに対する統合的で積極的な防御策を構築する必要があります。 
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